
 

  

  

 

 

 

  

情文センターＦＡＸ・メール通信 

(社福)聴力障害者情報文化センター聴覚障害者情報提供施設 〒153-0053 東京都目黒区五本木 1-8-3 

ＴＥL：03-6833-5004  ＦＡＸ：03-6833-5005 
Ｅメール soudan@jyoubun-center.or.jp ウェブサイト http://www.jyoubun-center.or.jp/ 
【開館】火･水･木･土曜日 10時～17時 金曜日 10時～19時【閉館】日・月曜日・祝日・年末年始 

★FAX･メール通信の配信停止、配信方法の変更などありましたらお知らせください★ 

2021年 新春号 

日本語字幕付映画上映会 申込必要・無料 

『釣りバカ日誌 14 お遍路大パニック！』

(2003 年 117 分) 朝原雄三監督作品 

日時：1/28(木)13:30～15:30 ※茶話会なし 
会場：東京都障害者福祉会館  児童室 B 
今回の舞台は、四国の高知。豪快な高知女性
“ハチキン”を高島礼子が演じます。新年を笑い
で迎えましょう！ 
主演：三國連太郎／西田敏行／浅田美代子／
高島礼子／三宅裕司 

聴覚障害者情報提供施設のお知らせ 

【申込みは下記情報提供施設までお問合せください】 

手話サロン 申込必要・無料 

日時：1/7(木)13:30～14:30  
会場：東京都障害者福祉会館 1階 A1 

手話で気楽におしゃべりしましょう。 
聞こえない家族がいる聴者は参加できます。 

 

新春のお慶びを申し上げます。 

といっても自粛のなかのお正月です。一人でじっと時間の過ぎ行くのを耐えている方々の心境を思うと、

何とも切ないばかりですが、ご無事を祈りつつ通信をお届けします。 

前号で実母が亡くなったことに触れさせていただきましたが、８７歳まで、人の道をただただ気力で歩

いた人でした。母が過ごした独り暮らしの部屋の片付けをする度に、母の残した気力を感じます。丹念に

育てていた植物や、冷蔵庫の中の手作り品の入ったタッパー、引き出しに仕分けされて気持ちよく並ぶ

物たち、そんな遺品の中にＡ5 サイズの盾がありました。「聴覚障害児とともに困難を克服してたくましく

歩んでこられたあなたをたたえます。昭和５５年」財団法人聴覚障害者教育福祉協会の会長名が彫ら

れています。困難を受け入れ、聴覚障害児の兄を懸命に育てたのも、また気力だったのでしょう。気力

は、怒りや悲しみ、悔しさの中からもうまれます。幸せを感じたり、おなかの底から笑うことも気力のなせる

業だと思います。 

私たちは今、新型コロナウィルスという未知のウイルスと闘っています。一人一人がちょっとした心が

け、すなわち気力を使って生きていかなければなりません。当たり前に食べること、動くこと、笑うこと、学

ぶこと、自分も部屋もきれいにすること等、試練の中でも気力を使い続けてまいりましょう。 

社会全体が試練の年となりますが、皆さまお一人お一人がお元気で、良いことが起きますようにお祈

りします。気力が低下したり、寂しくなったらコロナに気を付けてお喋りにいらしてください。情文センター

職員一同みなさまのお越しをこころからお待ちしています。 

本年もどうぞよろしくお願いします。                     施設長 森せい子 

 

聞こえの相談会 追加開催 申込必要・無料 

日時：3/25(木)10:00～16:00 一人 50分程度  
会場：当センター 定員 10名 
お申込み多数につき追加開催いたします。言語聴
覚士が補聴器や聞こえのお悩みを伺います。ご家
族の同席も可能です。補聴器の販売はいたしませ
ん。 

 
 

コロナ感染防止のため、 

中止とさせていただきます。 


